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高温超伝導の若きサムライたち

―日本人研究者の挑戦と奮闘の記録―

吉田 博・橋 隆 編

本著は 198090 年代の高温超伝導ブーム時に若手物性研究

者だった 10 名強の先生方が当時の高温超伝導体研究について

振り返っている。高温超伝導研究で用いられてきた測定法・分

析法を列挙すると，X 線回折，中性子回折・散乱 NMR，ラマ

ン散乱，光電子分光，mSR などがあり，これらは分析化学の

分野においても耳にすることがあるかと思う。高温超伝導ブー

ムの当時，甚大な数の物質が合成・物性測定され，数多くの論

文が発表されたものの競争の激しさ故に測定の誤りからくる誤

報も多く，本著はそのような状況の中での奮闘記として読むべ

きではあるが，高温超伝導研究の魅力・面白さについて語られ

ていると共に，現代の若手（物性）研究者らにもメッセージを

残している。

（ISBN97849014968・A5 判・304 ページ・2,000円＋税・

2019 年刊・アグネ技術センター）


